
マイケル・サンデルについて 

1953 年生まれ。ハーバード大学政治学教授。オックスフォード大学博士。共同体主義（コ

ミュニタリアニズム）の中心的論者で、国内外で民主主義、リベラリズム、生命倫理、グ

ローバリズム、正義について講義を行っている。特にその講義については名高く、ハーバ

ード大学では毎回 1000 人以上が受講し、大学創立から 370 年余りの歴史の中で履修者数が

過去最高を記録した。 

 

共同体主義（コミュニタリアニズム）とは 

現代倫理学の主要な学説の一つ。ジョン・ロールズ（1921-2002）らの主張する自由主義（リ

ベラリズム）が個々人の属性としてある人種・家族・性別を軽視していることを批判し、

リベラリズムの限界を説く。正義よりも善を優位に置いた。他に共同体主義を主張する思

想家にチャールズ・テイラー（1931- ）やマイケル・ウォルツァー（1935- ）らがいる。 

共同体主義を知るための小社関連書籍 

『リベラル・コミュニタリアン論争』

（Ｓ.ムルホール・Ａ.スウィフト著 谷澤正嗣・飯島昇蔵訳者代表） 

『テイラーのコミュニタリアニズム 自己・共同体・近代』（中野剛充著） 

 

現代英米系倫理学の全体像を知るための小社関連書籍 

『ロールズ 正義論とその批判者達』

（Ch.クカサス・Ph.ペティット著 山田八千子・嶋津格訳） 

『正義の論理 公共的価値の規範的社会理論』（土場学・盛山和夫編著） 

『入門・医療倫理 Ⅱ』（赤林朗編） 

 

ＮＨＫ「ハーバード白熱講義」の各回テーマと小社関連書籍 

第 1回「殺人に正義はあるか」（4月 4日放送） 

 Lecture1 犠牲になる命を選べるか 

 Lecture2 サバイバルのための殺人 

関連書籍 

『功利主義は生き残るか 経済倫理学の構築に向けて』（松嶋敦茂著） 

『道徳的に考えること レベル・方法・要点』（Ｒ.Ｍ.ヘア著 内井惣七・山内友三郎監訳） 

 

第 2 回「命に値段をつけられるのか」（4月 11 日放送） 

 Lecture3 ある企業のあやまち 

 Lecture4 高級な「喜び」 低級な「喜び」 

関連書籍 

『シジウィックと現代功利主義』（奥野満里子著） 

http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26670.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26671.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26881.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26247.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26676.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26939.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26855.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26629.html


『統治と功利 功利主義リベラリズムの擁護』（安藤馨著） 

 

第 3 回「「富」は誰のもの？」（4月 18 日放送） 

  Lecture 5 課税に「正義」はあるか 

  Lecture 6 「私」を所有しているのは誰？ 

関連書籍 

『リバタリアニズム読本』（森村進編著） 

『ノージック 所有・正義・最小国家』(Ｊ.ウルフ著 森村進・森村たまき訳) 

 

第 4 回「この土地は誰のもの？」（4月 25 日放送） 

  Lecture7 土地略奪に正義はあるか 

  Lecture8 社会に入る「同意」 

関連書籍 

『自由の倫理学 リバタリアニズムの理論体系』

（Ｍ.ロスバード著 森村進・森村たまき・鳥澤円訳） 

『自由のためのメカニズム アナルコ・キャピタリズムへの道案内』

（Ｄ.フリードマン著 森村進・関良徳・高津融男・橋本祐子訳） 

 

第 5 回「お金で買えるもの 買えないもの」（5月 2日放送） 

 Lecture 9 兵士は金で雇えるか 

 Lecture 10 母性売り出し中 

関連書籍 

『私的所有論』（立岩真也著） 

『バイオ・コリアと女性の身体 ヒトクローンＥＳ細胞研究 「卵子提供」の内幕』

（渕上恭子著） 

 

第 6 回（5月 9日放送） 

 Lecture 11 動機を考える 

 Lecture 12 倫理性の究極原則 

関連書籍 

『ロールズのカント的構成主義 理由の倫理学』（福間聡著） 

『我々はなぜ道徳的か ヒュームの洞察』（神野慧一郎著） 

 

第 7 回（5月 16 日放送） 

 Lecture 13 嘘をつく練習 

 Lecture 14 約束は約束だ 

http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26673.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26658.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26857.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26649.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26650.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26107.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26689.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26672.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26919.html


関連書籍 

『リベラリズムとは何か ロールズと正義の論理』（盛山和夫著） 

『行為と合理性』（Ｊ.Ｒ.サール著 塩野直之訳） 

 

第 8 回（5月 23 日放送） 

 Lecture 15 フェアなスタートは何か？ 

 Lecture 16 何が我々にふさわしい報いなのか？ 

関連書籍 

『教育の分配論 公正な能力開発とは何か』（宮寺晃夫著） 

『健康格差と正義 公衆衛生に挑むロールズ哲学』

（Ｎ.ダニエルズ Ｂ.ケネディ Ｉ.カワチ著 児玉聡監訳） 

 

第 9 回（5月 30 日放送） 

 Lecture 17 アファーマティブ・アクションを議論する 

 Lecture 18 目的は何か？ 

関連書籍 

『リベラルな共同体 ドゥオーキンの政治・道徳理論』（小泉良幸著） 

『２１世紀アメリカの社会問題』（熊谷文枝著） 

 

第 10 回（6月 6日放送） 

 Lecture 19 善良な市民 

 Lecture 20 自由 vs. 適合 

関連書籍 

『自然主義の人権論 人間の本性に基づく規範』（内藤淳著） 

『アリストテレスの正義論 西洋民主政に活きる法理』（小沼進一著） 

 

第 11 回（6月 13 日放送） 

 Lecture 21 コミュニティの主張 

 Lecture 22 我々の忠誠心はどこにあるのか 

関連書籍 

『コミュニティ 公共性・コモンズ・コミュニタリアニズム』（広井良典・小林正弥編著） 

『ＮＰＯ再構築への道 パートナーシップを支える仕組み』

（原田晃樹・藤井敦史・松井真理子著）  

 

第 12 回（6月 20 日放送） 

 Lecture 23 同性結婚をディベートする 

http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26487.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b27045.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b27105.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26953.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26644.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26160.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26675.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26675.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b55115.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b61694.html


 Lecture 24 善良な生活 

関連書籍 

『フェミニストの法 二元的ジェンダー構造への挑戦』（若林翼著） 

『クィア・サイエンス 同性愛をめぐる科学言説の変遷』

（Ｓ.ルベイ著 伏見憲明監修 玉野真路・岡田太郎訳） 

 

http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26683.html
http://www.keisoshobo.co.jp/book/b26139.html

